
○ 北海道後期高齢者医療広域連合保健事業実施計画（第２期）の策定について H29.10.23　医療給付班 保健事業担当　　

１　計画の位置づけ、計画期間 ３　計画の主な内容

２　計画の構成（前期計画との比較）

我が国は4人に1人が65歳以上という超高齢社会を迎えており、平成37年（2025年）には団塊の世代が75歳以上
となるなど、今後、後期高齢者医療制度の対象者（被保険者）の大幅な増加が見込まれています。
北海道後期高齢者医療広域連合では、「高齢者の医療の確保に関する法律」や、国の「高齢者の医療の確保に
関する法律に基づく保健事業の実施等に関する指針」等を踏まえ、平成27年（2015年）2月に「北海道後期高齢者
医療広域連合保健事業実施計画」（計画期間：H27（2015）～H29（2017））を策定し、後期高齢者が住み慣れた地域
でできる限り長く自立した日常生活を送ることができるよう、その生活の質の維持及び向上のため、各種の保健事
業を推進してきました。
第２期計画は、前期計画期間が終了するのに伴い、引き続き国の動向等を踏まえ、平成30年度（2018年度）から
平成35年度（2023年度）までを計画期間とする、新たな計画として策定するものです。

現状把握、健康課題等の抽出と、実施した保健事業の考察等

①社会資源や各種データの抽出、分析 ②事業の分析・考察

・広大な面積を有し市町村数が多い

・全国平均より高齢化率が高く、地域差もある

・H22（2010）からの健康寿命の伸びは男女とも全国
を上回った

・医師数、歯科医師数、病床数に地域差がある

・悪性新生物、腎不全、糖尿病による死亡率が高い

・生活習慣病・加齢に伴う疾患による医療費への影
響が大きい

・歯科受診率が低いが日数・1日当たり診療費が高
い

・健診結果で重症度の高い受診者がいる

・生活習慣病が重症化した疾患の受診率や医療費
が高い、人工透析患者が多い

・歯科の受診率が全国より低い

・加齢による疾患の1件当たり点数が高い

・加齢に伴う虚弱状態（フレイル）に着目した対策、
生活習慣病の重症化予防等の取り組みが重要

・H27、H28（、H29）に実施した保健事業の状
況（事業評価）など後

期
高
齢
者
（医
療
）の
状
況
等

・健康寿命の延伸

・生活習慣病の基礎疾患に係る1件当たり点数（糖尿病等）の減少

・生活習慣病の基礎疾患が重篤化した疾患に係るレセプト件数、1件当たり点数（腎不全等）の減少

・人工透析患者数伸び率の減少 ・後期高齢者健康診査、歯科健康診査の受診率の増加

・80歳以上で20歯以上の自分の歯を有する者の割合の増加

・健診事後指導実施の必要性

が高い

・事業実施市町村を増やす取り

組みを進める必要

・関係機関との連携が必要

・広域連合が被保険者に直接

事業を実施することは、組織体

制上難しい

【 基本理念 】 ※ 第１期計画から継続

・ 健康寿命の延伸
・ 後期高齢者が住み慣れた地域でできる限り長く自立した日常生活を送る

【 基本目標 】 ※ 基本目標に沿って個別保健事業を実施（裏面）

・生活習慣病の重症化予防 ・口腔機能の低下防止 ・心身機能の低下防止

・被保険者の健康意識の向上 ・保健事業の実施体制整備

主な成果指標

第２章

第４章

第３章

第１章関連

資料３－１

第１章　保健事業実施計画の策定に当たって 第１章　計画の策定に当たって
１　計画策定の背景 １　計画策定の背景
２　計画の目指す姿 ２　計画の位置付け、計画期間
３　保健事業の基本的な考え方 第２章　北海道の後期高齢者（医療）の状況
４　計画の位置付け １　北海道の概要
５　計画期間 ２　平均寿命と健康寿命

第２章　北海道における後期高齢者医療の現状 ３　医療関係者数と病床数及び平均在院日数
１　北海道の人口推移と将来推計 ４　死因
２　北海道の年齢階層別人口 ５　医療費の状況
３　北海道の健康寿命、平均寿命 ６　疾病状況
４　北海道の医療施設数及び医療関係者数 ７　介護保険の状況
５　北海道の医療施設別病床数 ８　健診結果
６　被保険者数の状況 ９　本章のまとめ
７　後期高齢者医療費の状況 第３章　前期計画の成果指標等の達成状況
８　疾病状況 １　成果指標の達成状況

第３章　北海道における後期高齢者の健康課題 ２　保健事業の指標及び達成状況
１　健康課題の設定 第４章　計画の目標、実施体制等
２　生活習慣病の発症・重症化予防 １　優先的に取り組むべき課題
３　口腔機能の低下防止 ２　計画の基本理念等

第４章　保健事業の実施 ３　計画の実施体制
１　保健事業の推進 第５章　個別保健事業の実施
２　保健事業一覧 １　施策体系と個別保健事業
３　保健事業実施関連図 ２　基本目標別の個別保健事業
４－１～４－８　各保健事業 第６章　計画の運用について

第５章　保健事業実施計画の評価・見直し １　計画の評価・見直し
１　計画の評価方法 ２　計画の公表
２　計画内容の見直し ３　個人情報の保護
３　成果指標一覧及び保健事業指標一覧 資料

第６章　計画の公表、運用上の留意事項
１　保健事業実施計画の公表
２　個人情報の保護

資料

第 ２ 期 （今回策定）第 １ 期

第２章～第４章関連

第2期計画は、前期計画の項目を基本として、「前期計画の成果指標等の達成状況」（新・第3章）を追加。
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４　計画における個別保健事業について

※ 個別の保健事業は、毎年度の予算編成等において具体的な内容等を計画し、実施していきます。

※ の事業は、これまで「モデル事業」として試行実施していたもので、生活習慣病の重症化予防等の
ため、今後も継続して取り組むこととしたもの。

第５章関連

後期高齢者健康診査

●後期高齢者健康診査事業
健康診査

市町村が行う健康
増進事業への支援

施策体系別
内容別

糖尿病性腎症重症化予防

●糖尿病性腎症重症化予防事業

歯科健康診査

●歯科健康診査事業

●訪問歯科健康診査事業

生
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訪問指導の実施

●重複・頻回受診者訪問指導事業

●重複・多剤投薬者訪問指導事業

心
身
機
能
の

低
下
防
止

健康教育・情報提供等

・健康情報等の提供
・健康教育

被
保
険
者
の

健
康
意
識
の
向
上

市町村等との連携

●長寿・健康増進事業

・高齢者保健福祉事業報告会

保
健
事
業
の

推
進
体
制
整
備 ・高齢者保健事業推進研修

●後期高齢者健康診査事業（事後指導） 後期高齢者
健康診査

訪問歯科
健康診査

歯 科
健康診査

健康診査
事後指導

重複・頻回
受診者訪問指導

糖尿病性腎症
重症化予防

重複・多剤
投薬者訪問指導

保健指導・訪問指導

長
寿
・
健
康
増
進
事
業

健康教育・情報提供等

市町村が被保険者に対して行う健康教育の教材を提供する
など、取り組みを支援

後期高齢者の疾病・医療費等の状況及び健康課題の共有、
高齢者保健福祉事業の報告及び意見交換等を実施

保健事業の取組目的・内容理解の促進、知識取得等のため、
市町村等の関係者を対象に研修等を実施

市町村等との連携強化

新規

新規

疾病予防等に関する啓発、健康情報等の提供を行い、広く
被保険者の健康保持増進を支援

●健康増進啓発支援事業

●保健事業推進強化対策事業

☆

☆
☆

☆

☆

☆

☆


